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問題と目的
独立行政法人日本学生支援機構（2015）によると，
近年大学・短大における学生相談の件数は増加傾向が
続いている。不安や悩みを抱える大学生が多い中，生
活上のさまざまな出来事，ストレッサーなどが，心身の
健康に及ぼす悪影響を緩和しうる要因としてソーシャ
ルサポートが注目され，多くの研究が行われてきた。
片受（2016）は，大学生のソーシャルサポートと精神
的健康との関連を調べ，ソーシャルサポートと抑うつ，
不安との関連は負の相関があることを示している。さ
らに，ソーシャルサポートの下位因子である評価的サ
ポート（「あなたの行いや努力を評価してくれる」，「あ
なたの成果に感謝してくれる」など）と不安の負の相
関が強く見られた結果から，周囲の人からあることに
対してプラスの評価を与えられることは，不安を軽減
させることと関連があることが明らかになったとして
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いる。大学生が不安やストレスを感じた時，周囲の人
に相談できそう，助けてもらえそうと思う，すなわち
ソーシャルサポート期待感が高い場合に，不安やスト
レッサーなどが心身に及ぼす悪影響が軽減され，仲間
に受容されている気持ちが高まると考えられる。
コンプリメント（賞賛）は，Steve de Shazer と Insoo 
Kim Berg に よ っ て 提 唱 さ れ た Solution Focused 
Approachのなかで用いられる技法のひとつである。コ
ンプリメントは，クライエントに彼ら自身の長所や，
目標達成のために役立つ過去の成功への注目を促す目
的でセラピーの中で随時用いられる。DeJong と Berg
（1998）はコンプリメントの第一の目標はクライアン
トが自分の肯定的変化，長所，資源に気づくことであ
るとしている。Solution Focused Approach をビジネス
環境に合わせたスタイルで紹介した青木（2006）はコ
ンプリメントを「OK メッセージ」と表現し，「その人
の能力，状態，置かれている状況，またこれから良く
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なる可能性を肯定したり，ほめたり，共感を示す」こ
とであり，具体的には，ほめ言葉，ねぎらい，共感，
好意的感嘆，プラス思考，笑顔，認める，良い点の指
摘，プラスの可能性の示唆，感謝などさまざまなかた
ちがあるとしている。
中村・山本（2009）はコンプリメントをグループメ
ンバー間で相互に行うインタラクティブコンプリメン
ト（以下 IC）を開発し，自分の成功体験とそのリソー
スの記述を行う群と，記述に加え ICを行う群とを比較
する研究を行った。その結果，両群において否定的感
情の有意な低下と自尊感情の有意な向上が示された。
椿・山本（2015）は，話し手がこれまで挑戦してきた
こと，自分なりに上手くいったことを話し，それに対
して聞き手が直接的又は間接的にコンプリメントを行
う実験で，話し手，聞き手，観察者全ての立場でソー
シャルサポート希求得点が有意に向上することを示し
た。このことから，コンプリメントは立場に関わらず，
ソーシャルサポート希求の向上を促すと推察される。
本研究ではコンプリメントが，大学生のソーシャル
サポートや不安，適応感等に及ぼす影響について検討
を行う。先に述べたように，先行研究においてコンプ
リメントが大学生の感情やソーシャルサポート希求に
影響を及ぼすことが報告されているが，IC単独の効果
や，コンプリメントによる大学生の気持ちの肯定的な
変化が生じる際に，ソーシャルサポート期待の媒介が
存在しているかに対する検討はなされていなかった。
そこで，本研究では研究１において，コンプリメン
トが大学生のソーシャルサポート期待，不安，適応感
に及ぼす影響について，自分自身をコンプリメントす
るセルフコンプリメント（以下 SC）群と IC 群の２群
に分け，それぞれの効果について検証する。さらに，
研究２において，大学生活におけるコンプリメント経
験が大学生の気持ち（ソーシャルサポート期待，不安，
適応感）に直接的に影響を及ぼすか，ソーシャルサ
ポート期待を介して間接的に影響を及ぼすかについて
調べる。
倫理的配慮
協力者に口頭と文書で本研究の趣旨を説明し，質問
紙への「同意する」に〇を付けたことで同意を得たも
のとした。ワークへの参加は同意書にて同意を得た。
説明の際には，研究への参加は任意であること，回答
の可否により個人に不利益が生じないこと，途中で辞
退できることを伝えた。結果は統計的に処理をし，個
人が特定されることや，プライバシーが侵害されるこ
とは無いこと，データは研究のみに使用し，個人情報
は責任を持って管理することを説明した。なお本研究
は久留米大学御井学舎倫理委員会の承認を受けて実施
した（研究番号：311）。
研究１
目的
大学生を対象に SC，IC の２種類のコンプリメント
ワークを実践し，効果を検証する。
方法
協力者と期間
本研究の趣旨を説明し同意を得られた大学生を対象
としてコンプリメントワークを実施
した。また，コンプリメントワーク実施前，ワーク
実施後，ワーク実施１週間後の計３回の質問紙調査を
行った。協力者は私立 A 大学の大学生41名（SC 群：
男性９名，女性８名，平均年齢20.5歳，IC 群：男性11
名，女性13名，平均年齢20.6歳）であった。期間は2017
年６月であった。
材料
（１）	フェイスシート（筆者作成）
性別，年齢，学年について選択肢もしくは記述によ
る回答を求めた。
（２）	学生用ソーシャルサポート尺度
久田・千田・箕口（1989）によって作成された，周
囲の人に対する援助期待感を評定する尺度である。全
16項目の１因子構造であり，「きっとそうだ」から「絶
対ちがう」の４件法で評定を求めた。
（３）	 STAI 日本語版尺度
清水・今栄（1981）によるスピルバーガーら（1970）
の STAI（状態―特性不安検査）の日本語版である。不
安は状態不安と特性不安に分けられ前者は自律神経の
興奮などを伴う一時的，状況的な不安状態を示す。
STAI は状態不安を測定する尺度（A-State）と特性不
安を測定する尺度（A-Trate）の２つから構成される
が，本研究ではワークの効果を測定する目的で
A-State のみを使用した。
状態不安（A-State）は，全20項目１因子構造であり，
現在，今どの程度感じているかを「全くそうでない」
から「全くそうである」の４件法で評定を求めた。
（４）	青年用適応感尺度
大久保（2005）によって開発された青年の適応感を
個人―環境の適合性の視点から測定する尺度である。
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「居心地の良さの感覚」11項目，「課題目的の存在」７
項目，「被信頼・受容感」６項目，「劣等感の無さ」６
項目の４子，計30項目からなる。「全くあてはまらな
い」から「非常によくあてはまる」の５件法で評定を
求めた。
（５）	今の気持ちについての記述（筆者作成）
「今の気持ちについて，以下の文に続く形でお答え
ください。」という教示文で，「私の不安は」，「私が
困った時，友達がサポートしてくれるだろうという気
持ちは」，「私の大学生活は」に続く文章の記入を求め
る。
（６）	ストレングスカード日本語版
竹田（2013）により作成された，個人のストレング
スを表すカードである（本研究での使用において許可
を得た）。計48枚からなり，カード１枚１枚には「行
動力がある」や「柔軟である」など言葉とイラストが
記載されている。
（７）	ストレングスシンキングカード
山本（2014）により作成されたカードである。カー
ドを見て自分の強みに焦点を当てることでバランスよ
く物事を考えることを助け，人が本来持っているレジ
リエンスを高めることを狙いとしている。計41枚から
なり，それぞれに認知行動療法を基にしたコメントと
イラストが記載されている。
（８）	ワークシート（筆者作成）（付録１，２）
手続き
ストレングスカード，ストレングスシンキングカー
ド，筆者が作成したワークシートを用いて，SC 群，IC
群は異なる教室でコンプリメントワークを実施した。
所要時間は SC 群10分，IC 群60分であった。なお，コ
ンプリメントワーク協力者にはワークの一週間前に
STAI 日本語版（A-State）への回答を求め，その得点
をもとに協力者を SC 群，IC 群に分けた。SC，IC 両群
の STAI 日本語版（A-State）得点の平均点は均衡で
あった。Figure １は手続きを示すものである。
結果
各尺度得点の分散分析の結果
２実験条件（SC 群，IC 群）× ３テスト条件（事前，
事後，一週間後）の２要因混合分散分析を行った。各
尺度得点の平均得点と分散分析の結果を Table １に示
す。
（１）	学生用ソーシャルサポート
テスト条件が有意傾向（F（2,78）＝2.93，p<.10，
partialη2＝.274）であり，中程度の効果量が示された。
実験条件とテスト条件の交互作用は示されなかった。
（２）	STAI 日本語版（A-State）
テスト条件の主効果が有意（F（2,78）＝8.81，p<.01，	
partialη2＝ .486）であり，尺度得点は，事前＞事後＝
S C群 I C群
質問紙調査（事前）
フェイスシート・学生用ソーシャルサポート尺度・STAI日本語版（A-State）・青年用適応感尺度・今の気持ち
不安や気になっていることを記入
質問紙調査（事後）
学生用ソーシャルサポート尺度・STAI日本語版（A-State）・青年用適応感尺度・今の気持ち
質問紙調査（一週間後）
学生用ソーシャルサポート尺度・STAI日本語版（A-State）・青年用適応感尺度・今の気持ち
不安や気になることを記述（詳細に）
カード内容・選択理由を記述
強み・良いところを選択する 強み・良いところを選択してもらう
カード内容・選択理由を伝えてもらい，記述
不安や気になることをメンバーに話す
I C （１０分×6人）S C （１０分）
Figure 1　研究 1 の実験の手続き
－ 3－
久留米大学心理学研究　第19号　2020
一週間後（LSD 法）であった。実験条件とテスト条件
の交互作用は示されなかった。
（３）	青年用適応感尺度
①	 居心地の良さの感覚
テスト条件の主効果が有意傾向（F（2,78）＝2.91，
p<.10，partialη2＝ .273）であった。実験条件とテスト
条件の交互作用は示されなかった。
②	 課題目的の存在
テスト条件，実験条件ともに主効果は見られなかっ
た。
③	 被信頼・受容感
実験条件とテスト条件の間に交互作用の有意傾向
（F（2,78）＝2.44，p<.10，partialη2＝.25）が示され，SC
群のみ事前より一週間後が高かった。
④	 劣等感の無さ
テスト条件 ,実験条件ともに主効果は見られなかった。
今の気持ちについての記述
今の気持ちについての記述を事前，事後，一週間後
に求めた。
（１）	SC 群の記述
『私の不安は』に続く文章では，事後に「かなり和ら
いだ」，「解消された」という記述があるものの，「少し
軽くなった」や「変わらない」という記述が目立った。
『困った時は友達がサポートしてくれるだろうという気
持ちは』に続く文章では，事後に「とても強くなった」
「高まった」「きっとそうだろうと感じる」という記述も
あるが，「変わらない」という内容が多く見られた。
SC 群における事後の，『困った時は友達がサポート
してくれるだろうという気持ちは』に続く記述内容に
ついて，KHCoder（樋口，2004，2014）による分析を
行った。分析の際には，同じ意味として使用されてい
る言葉（「強まった」と「高まった」，「思った」と「考
えた」など）は，同じ単語としてカウントされるよう
修正を加えた。特徴語の出現回数を Table ２に示す。
特徴語同士の関係を見るために出現パターンの似
通った語を線で結んだネットワークを描いた（Figure 
２）。友達がサポートしてくれるだろうという気持ち
は「強い」と太い線で繋がっており共起関係が強いこ
とが示された。
Table 1　各尺度得点の平均得点と分散分析の結果
SC 群 IC 群 F 値 Partial η²
事前 事後 一週間後 事前 事後 一週間後 コンプリメント手法 調査時期 交互作用 コンプリメント手法 調査時期 交互作用
ソーシャル
サポート尺度
51.1 51.8 51.9 51.2 53.0 52.3
0.05 2.93+ 0.58 0.03（－） 0.27（中） 0.12（小）
（7.7）（7.5）（8.6） （7.4）（8.3）（8.0）
STAI 尺度
（A-State）
40.7 36.4 37.0 41.2 35.8 37.1
0.00 8.81** 0.09 0.00（－） 0.48（大） 0.05（－）
（10.2）（12.0）（9.3） （12.5）（10.4）（9.0）
居心地の良さの
感覚
41.1 42.2 40.6 42.0 43.5 42.8
0.24 2.60+ 0.57 0.08（－） 0.26（中） 0.12（小）
（9.3）（10.1）（10.1） （8.6）（9.1）（9.3）
課題目的の
存在
27.5 27.8 27.1 27.3 28.2 27.8
0.03 0.86 0.58 0.03（－） 0.15（小） 0.12（小）
（5.2）（5.0）（5.7） （4.8）（5.1）（5.4）
被信頼・受容感
19.1 21.1 21.9 20.9 21.6 20.1
0.01 1.43 2.44+ 0.02（－） 0.19（小） 0.25（中）
（5.7）（5.6）（5.9） （5.7）（5.5）（6.2）
劣等感の無さ
21.9 22.3 21.9 19.9 20.8 20.1
0.88 1.3 0.21 0.15（小） 0.18（小） 0.07（－）
（4.9）（6.0）（5.9） （6.1）（6.7）（6.2）
※（）は標準偏差を表す	 +p<.10 *p<.05 **p<.01
	 Large=0.4, Medium=0.25, Small=0.1
Table 2　SC 群の事後のソーシャルサポート期待についての記述内容の特徴語出現回数
順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 強い 6 7 感じる 1 13 大きい 1
2 変わる 4 8 根本 1 14 誰か 1
3 思う 3 9 最終 1 15 通る 1
4 自分 2 10 助け 1 16 得る 1
5 少し 2 11 助ける 1
6 悪い 1 12 多少 1
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（２）	 IC 群の記述
『私の不安は』に続く文章では，事後に「なくなっ
た」，「解消された」という内容が見られるが，「多少な
くなった」など効果が小さいことを記述した内容が多
く見られた。一週間後では，「ない」，「なくなった」と
いう記述もあるが，新たな不安についての記述が多く
見られた。『困った時は友達がサポートしてくれるだ
ろうという気持ちは』に続く文章では，事後に「強
まった」「頼ってみようと思いました」など，周囲に対
するサポート期待感が強まった内容が散見された。一
方で，「助けてくれないだろうと期待していない」な
ど，ソーシャルサポート期待感が向上していない内容
も少数見られた。一週間後は「おおいに感じる」，「強
い。頼めばきっと助けてくれる」など，サポート期待
感の持続を示唆する内容が見られた。
IC 群における，事後の『困った時は友達がサポート
してくれるだろうという気持ちは』に続く記述内容に
ついて，KHCoder（樋口，2004，2014）による分析を
行った。分析の際には，同じ意味として使用されてい
る言葉（「強まった」と「高まった」，「思った」と「考
えた」など）は，同じ単語としてカウントされるよう
修正を加えた。特徴語の出現回数を Table ３に示す。
特徴語同士の関係を見るために出現パターンの似
通った語を線で結んだネットワークを描いた（Figure 
３）。友達がサポートしてくれるだろうという気持ち
は「強い」「感じる」「持つ」「気持ち」と太線で繋がっ
Table 3　IC 群の事後のソーシャルサポート期待についての記述内容の特徴語出現回数
順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 強い 6 7 ワーク 1 13 疑い深い 1 19 自分 1 25 人達 1 31 明確 1
2 気持ち 4 8 芽生える 1 14 元々 1 20 実感 1 26 絶対 1 32 迷惑 1
3 思う 4 9 解決 1 15 考える 1 21 弱める 1 27 前回 1 33 優しい 1
4 少し 3 10 感じる 1 16 今 1 22 周り 1 28 他者 1 34 友達 1
5 頼る 3 11 甘い 1 17 持つ 1 23 終える 1 29 多め 1
6 サポート 1 12 期待 1 18 持てる 1 24 助ける 1 30 変化 1
自分
最終
助け
誰か
友達がサポートしてくれるだろうという気持ちは
根本
変わる
思う
感じる
助ける
通る
得る
強い
悪い
大きい
少し
多少
Figure 2　SC 群の事後のソーシャルサポート期待についての記述の共起ネットワーク
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ており共起関係が示された。
考察
研究１では，SC と IC という２種類のコンプリメン
トワークを実施し，その効果を検証した。SC，IC 両群
において，ワーク直後に実施した事後の質問紙ではお
おむね肯定的な気持ちの変化が示されたが，一週間後
では複数の項目でワーク前の得点に近い結果が示され
た。被信頼・受容感得点においては，SC群のみ一週間
後で向上していた。バーグとドラン（2003）は，自分
が語った内容は，他者から聞いた内容よりも記憶に一
層長く残る，と記しており，SC群の効果が持続したこ
とはこのことと関連していると考えられる。
本研究で，コンプリメントによって大学生の気持ち
に肯定的変化が生じた点は先行研究と同様であった。
しかし，中村・山本（2009）では，記述に加えて IC を
行った群のワーク後の肯定的感情得点が有意に向上し
たが，本研究においては SC 群と IC 群の結果に大きな
違いは見られなかった。これは , 中村・山本（2009）で
はカードを用いておらず ,今回両群ともカードを用いた
ことでコンプリメントしやすかったためかもしれない。
本研究で，SC，IC 両群において，ワーク後に気持ち
の肯定的変化が示された。コンプリメントの第一の目
標は，クライアントが自分の肯定的変化，長所，資源
に気付くことである（De Jong・Berg，1998）。本研究
では ,この点について支持する結果となった。また ,肯
定的な感情のみならず不安の軽減も示されソーシャル
サポート期待の向上も示された。ソーシャルサポート
と不安との関係には強い負の相関がある（片受，
2016）。両群のワーク後のコメントの内容を見ても ,
ワークを行ったことで友達へのソーシャルサポート期
待への気持ちが強まったことが示唆された。コンプリ
メントが大学生の不安に影響を及ぼすとき，そのプロ
セスにソーシャルサポート期待が介在していることが
推察される。
研究２
目的
大学生の学生生活におけるコンプリメント経験（自
分へ，他者へ，他者から）が，ソーシャルサポート期
待を介して，間接的に不安，適応感に影響を及ぼすか
を確認する。
気持ち
ワーク
周り
人達
自分
他者
前回
多め
友達
サポート
解決
変化
今
友達がサポートしてくれるだろうという気持ちは
期待
実感
明確
迷惑
絶対
思う
頼る
芽生える
感じる
考える
持つ
持てる
弱める
終える
助ける
強い
甘い
疑い深い
優しい
少し
元々
Figure 3　IC 群の事後のソーシャルサポート期待についての記述の共起ネットワーク
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方法
協力者と期間
本研究の趣旨を説明し，同意を得られた大学生に対
し，質問紙調査を実施した。協力者は私立 A 大学の大
学生85名（男性29名，女性56名平均年齢19.3歳）で
あった。期間は2018年５月であった。
材料
（１）	フェイスシート（筆者作成）
性別，年齢，学年について選択肢もしくは記述によ
る回答を求めた。
（２）	 	コンプリメントの種類と頻度に関する質問（筆者
作成）
「コンプリメントとは，褒めたり，感謝を伝えたり，
労（ねぎら）ったりすることです。」という説明文を記
し，普段，友人や知り合いをコンプリメントすること
があるか，友人や知人をコンプリメントすることがあ
るか，友人や知人からコンプリメントされることがあ
るかについて「全くない」から「よくある」の４件法
で評定を求めた。
（３）	学生用ソーシャルサポート尺度
（４）	 STAI 日本語版尺度
（５）	青年用適応感尺度
上記（3）～（5）は研究１と同様。
結果
大学生のコンプリメント経験（自分へ，他者へ，他
者から）と不安，適応感との間をソーシャルサポート
期待が介在しているかを調べるために，媒介分析を
行った。
（１） 	自分へのコンプリメントから不安・適応感への直
接効果及びソーシャルサポート期待の媒介効果
（間接効果）
自分へのコンプリメントから，不安・適応感への直
接効果は有意であった（-.36,.46,.44,.50,.4 １; 全て
p<.01）。媒介変数としてソーシャルサポート期待を投
入すると，直接効果がそれぞれ減少した（Figure ４）。
ソーシャルサポート期待の間接効果について，ブー
トストラップ法を用いて計算した。間接効果は，不安
が -.15（95％ CI;-3.20－ -0.42），居心地の良さが .19
（95％ CI;0.80－3.64），課題目的の存在が .16（95％
CI;0.42－2.25），被信頼・受容感が .14（95％ CI;0.23－
1.71）で有意であった。これらの結果は，ソーシャル
サポート期待が自分へのコンプリメントと不安・適応
感の各因子の関連を媒介していることを示唆するもの
である。ただし，媒介後の直接効果が依然として有意
であり，部分媒介であった。
（２） 	他者へのコンプリメントから不安・適応感への直
接効果及びソーシャルサポート期待の媒介効果
（間接効果）
他者へのコンプリメントから不安・適応感への直接
効果は，居心地の良さ因子のみで有意（.23, p<.05）で
あった。媒介変数としてソーシャルサポート期待を投
入すると，直接効果が減少した（Figure ５）。
ソーシャルサポート期待の間接効果について，ブー
トストラップ法を用いて計算した結果，居心地の良さ
の間接効果が .15（95％ IC;0.21－4.14）で有意であり，
ソーシャルサポート期待が他者へのコンプリメントと
居心地の良さの感覚の間を媒介していることが示唆さ
れた。
+ p < .10*, p < .05, ** p < .01
自分への
コンプリメント
ソーシャル
サポート
期待
不安・適応感
.39**
-.37**
.50 **
.42 **
.36 **
.24 *
（-.36**） -.22*
（ .46 ** ） .27 **
（ .44 ** ） .27 **
（ .50 ** ） .36 **
（ .41 ** ） .32 **
+ p < .10*, p < .05, ** p < .01
他者への
コンプリメント
ソーシャル
サポート
期待
不安・適応感
.25*
-.45**
.58 **
.51 **
.51 **
.38 **
（-.14） .03
（ .23 *） .08
（ .17 ） .04
（ .08 ） -.04
（ .02 ） -.08
Figure 4　 自分へのコンプリメントがソーシャルサポート
期待を媒介して不安・適応感に与える影響
Figure 5　 他者へのコンプリメントがソーシャルサポート
期待を媒介して不安・適応感に与える影響
注1．	それぞれの数字は上から順に不安，居心地の良さの感覚，課題目的
の存在，被信頼・受容感，劣等感の無さの値を示す。
注2．	（ ）内の値は媒介変数を統制する前の直接効果を表す。
注1．	それぞれの数字は上から順に不安，居心地の良さの感覚，課題目的
の存在，被信頼・受容感，劣等感の無さの値を示す。
注2．（ ）内の値は媒介変数を統制する前の直接効果を表す。
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（３）	 	他者からのコンプリメントから不安・適応感への
直接効果及びソーシャルサポート期待の媒介効果
（間接効果）
他者からのコンプリメントから，不安・適応感への
直接効果は有意であった（-.40,.54,.53,.45,.2 ２; 全て
p<.01）。媒介変数としてソーシャルサポート期待を投
入すると，直接効果がそれぞれ減少した（Figure ６）。
ソーシャルサポート期待の間接効果について，ブー
トストラップ法を用いて計算した。間接効果は，不安
が -.22（95％ CI;-5.22－ -1.18）, 居心地の良さが .27
（95％ CI;1.24－5.59）, 課題目的の存在が .20（95％
CI;0.24－3.46）, 被信頼・受容感が .23（95％ CI;0.29－
3.02），劣等感の無さが .24（95％ CI;0.36. －3.06）で
有意であった。これらの結果は，ソーシャルサポート
期待が他者からのコンプリメントと不安・適応感の各
因子の関連を媒介していることを示唆する。不安，被
信頼感・受容感，劣等感の無さにおいては，媒介変数
投入後の直接効果が有意ではなく，完全媒介している
ことが示された。
考察
研究２において，自分へのコンプリメント，他者か
らのコンプリメントがソーシャルサポート期待を媒介
して不安と適応感に影響を及ぼすことが示されたが，
それぞれの媒介の程度は異なっていた。他者からのコ
ンプリメントが不安・適応感に影響を及ぼす場合，
ソーシャルサポート期待が完全媒介している項目があ
るのに対して，自分へのコンプリメントでは全ての項
目において部分媒介であった。このことから，自分へ
のコンプリメントの場合は，コンプリメントの直接の
影響もしくは，ソーシャルサポート期待以外の媒介要
因が，不安・適応感に影響を及ぼしていることが示唆
された。
自分へのコンプリメントと他者からのコンプリメン
トから，ソーシャルサポート期待への有意なパスが示
された点については，他者（知人，友人）からのコン
プリメントは，肯定的なメッセージとして捉えられ，
相手に好感や信頼感を感じたりすることがサポート期
待に繋がったと推察される。青木（2006）は，人は自
分を認めてくれる相手に対しては信頼感を抱きやすい
ものであるから，相手からの信頼を得るにはコンプリ
メントを上手に伝えることが大切としている。一方，
自分へのコンプリメントの場合は，自身のポジティブ
な面（強み，長所，リソース，成功）に目を向けた結
果，周囲から受容されている自分や，自分にはサポー
ターがいることへの気づきが促され，ソーシャルサ
ポート期待の向上に繋がったと推察される。
総合考察
研究１においては，SC，IC の両ワークによって不
安が有意に低下し，ソーシャルサポート期待と居心地
の良さの感覚が有意傾向となった。被信頼・受容感の
一週間後の得点において交互作用の有意傾向が見られ
たが，ほとんどの項目において SC 群と IC 群の得点の
変化には差が無いことが示唆された。中村・山本
（2009）においても，肯定的感情以外の項目において
は，記述群と記述＋ IC群の得点に有意差が無かったこ
とから，コンプリメントはスタイルに関わらず大学生
の気持ちに肯定的変化を及ぼすことが示唆された。
研究１の結果から，コンプリメントが不安・適応感
に影響を及ぼす時，そのプロセスにソーシャルサポー
ト期待の介在があると仮定し，研究２において媒介分
析を行った。３種類（自分へ，他者へ，他者から）の
コンプリメントについて調べた結果，自分へのコンプ
リメントが不安・適応感に変化をもたらす時，ソー
シャルサポート期待の影響もあるが，その他の要因も
媒介していることが示唆された。一方，他者からのコ
ンプリメントが不安，被信頼・受容感，劣等感の無さ
に影響を及ぼす場合は，ソーシャルサポート期待が完
全媒介していることが示唆された。本研究の結果か
ら，コンプリメントはスタイルに関わらず大学生の気
持ちに肯定的な変化をもたらすが，そのプロセスはス
タイルによって異なることが示唆された。
+ p < .10*, p < .05, ** p < .01
他者からの
コンプリメント
ソーシャル
サポート
期待
不安・適応感
.63**
-.34**
.43 **
.32 **
.36 **
.37 **
（-.40 **） -.18
（ .54 ** ） .27 *
（ .53 ** ） .33 **
（ .45 ** ） .22†
（ .22 ** ） -.10
Figure 6　 他者からのコンプリメントがソーシャルサポー
ト期待を媒介して不安・適応感に与える影響
注1．	それぞれの数字は上から順に不安，居心地の良さの感覚，課題目的
の存在，被信頼・受容感，劣等感の無さの値を示す。
注2．	（ ）内の値は媒介変数を統制する前の直接効果を表す。
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Effects of compliments on social support expectations, anxiety, 
and subjective adaptation in university students
Tomoyo momosaki (Kumamoto Gakuen University Inclusive Student  Support Center)
mariko yamamoTo (Depertment of Psychology, Faculty of Literature, Kurume University)
Abstract
The purpose of this study was to examine and compare the effects of self-compliment (SC; complimenting oneself) and 
interactive compliment (IC; members complimenting each other) on social support expectations, anxiety, and subjective 
adaptation in university students. Study 1 consisted of a questionnaire before, immediately after, and one week after the 
compliment work in students who were divided into the SC group and IC group. Results showed that compliments, regard-
less of the style, positively changed the students’ feelings and improved support expectations. Study 2 determined whether 
or not social support expectations are interposed between the three types of compliments (to self, to others, and from 
others) and anxiety and subjective adaptation. Results demonstrated the presence of social support expectations when 
anxiety and subjective adaptation changed, albeit to a different degree depending on the style of compliment. This study 
showed that, regardless of the style, compliments mediate social support expectations, positively influence the university 
students’ feelings, and may be effective in stress management.
Keywords: compliments, social support expectations, anxiety, subjective adaptation
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付録１　SC 群が使用したワークシート
 
 
付録 1 SC 群が使用したワークシート  
付録２　IC 群が使用したワークシート
 
 
付録 2 IC 群が使用したワークシート 
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